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Abstract
Geological boring core was obtained in the Kamisugi campus area of Miyagi University of Education. It 
excavates 40 meter deep section of Holocene alluvial deposits, Late Pleistocene terrace deposits, shallow marine 
deposits of the Pliocene Tatsunokuchi Formation, and terrestrial deposits of the Pliocene – Late Miocene 
Kameoka Formation in descending order. In order to utilize the boring core as teaching materials in elementary 
and secondary school science, we prepared the resin-mounted core specimen and examined teaching methods 
to study geology and ancient environments of the own area as the following aims; to basically know space and 
materials of the underground, to understand formation of the strata by drawing a columnar section, to recognize 
horizontal expansion of the strata by correlation with several columnar sections or geological maps, to estimate 
depositional environments of the strata by lithological or fossil evidences, and to infer geohistorical changes of 
the area.  











































































































































































































－3.9 ～－5.0m）では、径₅ ～ 10cm の円礫や亜円礫
を主とする（図₅－₄）。下部（GL－5.0～－6.1m）では、
























段丘堆積物層の砂礫。径₁ ～ ₅cm の亜円礫と泥質粗粒砂～細礫の基
質からなる。安山岩や玄武岩の礫が多い。GL-4.6 ～ -4.9ｍ。₄．段丘














































































































































や「 地 質 図 Navi」（https://gbank.gsj.jp/geonavi/））
などの地質区分と照合して、地表と地下の地質を対比
させて、地層区分単元としての拡がりを認識し、その
空間分布を把握する。それによって、周辺地域を含め
た立体的な地層の配置や地質構造の概略を知ることが
できる。 
⑤ではコア標本の地層の重なりには、過去から現
在に至るまで相応の時間を要したことをまず想像させ
る。その上で、これまでの地質調査研究資料を参考と
して、地層の堆積した年代情報を教える。それによっ
て、地層の重なりとして見ると、地下の深い地層ほど
古く、浅い地層ほど新しいことを知り、深度が地層の
年代の古さを物語ることに気付かせる。また、陸上の
段丘堆積物層とその下位層では堆積した年代にギャッ
プがあることに気付かせ、侵食による明瞭な岩相境界
と合わせて、不整合の概念を理解する。
⑥は、②～⑤を総合して、過去から現在までの地域
の大地の生い立ちとして、堆積環境の変遷を推測する
ものであり、川村（2013）で提言した発展的な学習の
ねらいの一つでもある。コア標本では、②や③で確認
される堆積構造のほか、浅海生物の化石や石炭などを
証拠として、それぞれの地層の堆積した環境を推定す
る。上杉地区の例では、貝化石などの産出はないもの
の、特に浅い海底を直接指示する竜の口層のサンドパ
イプや、湿地などで陸上植物が集積した亜炭などが有
効な証拠となる。柱状図の中で堆積環境が明かな地層
を基準として、整合の場合、一連の地層の重なりから、
堆積環境がどのように変化していったかを考える。一
方、不整合の場合には、⑥のような変化があり、それ
がなぜ形成されたのか考える。その上で、コア標本全
体からわかる地域の大地の生い立ちについて、柱状図
の下部の地層の年代から順に地表面である現在に至る
まで、歴史的な観点に立って、これまでの環境の変遷
を推測してみる。上杉地区の例では、約600万年前に
後背地に火山がある陸上の川沿いや湿地で砂泥や植物
が堆積して亀岡層ができたこと、数十万年の間に海水
位が徐々に上昇して海底となり、周囲の火山から運搬
された土砂が浅海海底に堆積して竜の口層ができたこ
と、その後竜の口層の上にも地層が重なったが、地盤
が隆起して陸上で侵食され、約₂万年前に広瀬川が運
んだ礫砂が堆積したこと、そして₁万年前以後に梅田
川が運んだ泥砂が堆積したこと、などが大まかな生い
立ちとして推測される。
₇．おわりに
本研究では、宮城教育大学上杉地区で掘削採取した
地質ボーリングコアの実例を取り上げて、小学校・中
学校での理科学習での利用と展開方法を検討した。地
質ボーリングコアは、野外観察での代用のみならず、
中学校学習指導要領解説理科編（2017b）で「内容の取
扱い」にも記されるように、地層の重なりや拡がり、
さらに過去の様子を具体的に考える学習材としてもす
ぐれている。
地質ボーリングコアの活用を今後進めるためには、
まずコア標本の作製と整備が不可欠であろう。特に多
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くの学校が立地する平野低地部では、ボーリングコア
の岩相が沖積層の未固結（一部湿潤）の砂や泥である。
それを児童生徒の観察に適した標本とするためには、
コアチューブの改良、樹脂によるコアの浸潤固結、あ
るいはコア断面の剥ぎ取りレプリカ標本など、作製方
法の工夫・改良が求められる。また、地下での地層の
拡がりを理解するためには、広域的にも対比が十分可
能な地層の重なりを示すボーリングコアを複数の地点
で採取して、コア標本を準備しておくことが望まし
い。これまで学校でのコア標本の保管が難しい現状を
考慮すると、博物館や研修施設などにおいてコア標本
を保管し、各学校に貸し出すような仕組みがあるとよ
いだろう。さらに、川村（2013）でも指摘したように、
地域の地質ボーリングデータや地質図をはじめとする
様々な地質情報の活用も必要であろう。そうしたハー
ド面での整備と合わせて、理科担当教師が柱状図や岩
相などの地質ボーリング資料の見方を知り、コア標本
を授業で利用し易くするソフト面での支援方法も必要
と言える。コア標本の貸し出し利用の普及、教師のコ
ア標本を使ったワークショップやモデル授業などの研
修機会の設定、さらに場合によって授業実践での学習
指導への助言や支援などもあれば、より効果的に活用
できると考えられる。
謝　辞
宮城教育大学の施設課、附属学校課、附属小学
校、附属中学校には、ボーリング掘削工事に際して
便宜を図って頂いた。本研究は、科学研究費補助金
（16K00947、代表：川村寿郎）の助成を受けたもので
ある。
文　献
藤原 治・鈴木紀毅・林 広樹・入月俊明（2013）仙台南西部に分
布する東北日本太平洋側標準層序としての中・上部中新
統および鮮新統．地質学雑誌，119補遺，96-119．
川村寿郎（2013）理科学習における地質ボーリング資料の利用
－仙台地域を例とした展開方法－．宮城教育大学紀要，
48，105-111．
北村 信・石井武政・寒川 旭・中川久夫（1986）仙台地域の地質．
地域地質研究報告（₅万分の₁地質図幅）．地質調査所，
134 p.
文部科学省（2008a）小学校学習指導要領解説 理科編．105 p.
文部科学省（2008b）中学校学習指導要領解説 理科編．149 p.
文部科学省（2017a）小学校学習指導要領解説 理科編．99 p.
文部科学省（2017b）中学校学習指導要領解説 理科編．125 p.
中川久夫（1961）本邦太平洋沿岸地方における海水準静的変化と
第四紀編年．東北大学地質学古生物学教室研究邦文報告，
54，1-61．
仙台市科学館（1985）仙台市地質図．北海道地図．
田山利三郎（1933）北上山地の地形学的研究，其一，河岸段丘，
A 仙台近傍の河岸段丘．斎藤報恩会学術研究報告，no. 
17，138-150．
豊島正幸・早田 勉・北村 繁・新井房夫（2001）仙台地域におけ
る台ノ原段丘面の形成時期．第四紀研究，40，53-59．　
（平成29年₉月29日受理）
宮城教育大学上杉地区における地質ボーリングコア標本と理科学習での活用
- 131 -
